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要旨 

＜目的＞ Neureglin-1(NRG-1)は中枢神経系に存在しており、ErbB 受容体に作

用してシナプス機能、神経突起の成長、ニューロンやグリア細胞の生存に重要な役

割を担っている。しかしながら、中枢神経系における NRG-1/ErbBシグナル系の機能

的な役割および特に、主要な血管運動中枢である頭側延髄外腹側野 (RVLM)にお

ける血圧調節に関する役割は明らかではない。そこで、我々は RVLM における

NRG-1/ErbB シグナル系が血圧調節に関与しているかどうかについて検討した。 

＜方法および結果＞ WistarラットにおいてRVLMへのNRG-1を微量投与すると血

圧、心拍数および腎交感神経活動が低下した。対照的に ErbB2 もしくは ErbB4 阻害

薬の RVLM への微量投与は血圧、心拍数、腎交感神経活動は増加した。脳幹部に

おけるErbB2受容体の発現レベルはWistar-Kyoto (WKY)ラットに比べ、高血圧自然

発症ラット (SHR)において著明に低下していた。NRG-1 による降圧反応および

ErbB2 阻害薬による昇圧反応は WKY ラットに比べ SHR において著明に減弱してい

た (p<0.05)。さらに、覚醒下の WKY ラットにおいて RNA interference による RVLM

におけるErbB2受容体の発現を抑制すると血圧、心拍数、尿中ノルエピネフリンの排

泄量は著明に増加した (p<0.01)。 

＜結論＞ 以上の成績は、RVLMにおけるNRG-1/ErbBシグナル系は降圧作用およ

び交感神経抑制作用を持つことを示唆する。RVLM における NRG-1/ErbB2 シグナ



ル系の機能低下は高血圧の神経性機序に関与しているかもしれない。 

 


